
（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

　

　

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

30 0

実績 74 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

事業回数

回
目標 30 30 30

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0 0

一般財源 540 0 0 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 540 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 540 0 0 0 0

0

地方債 0 0

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①未就学児への運動機 
会を提供する事業の実 
施

①未就学児への運動機 
会を提供する事業の実 
施

①未就学児への運動機 
会を提供する事業の実 
施

①未就学児への運動機 
会を提供する事業の実 
施

①未就学児への運動機 
会を提供する事業の実 
施

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①株式会社SC鳥取への 
委託による事業実施 
・サッカー教室 
・公園遊び 
・身体づくり教室 
 
≪実績≫ 
開催数　 　 74回 
参加者数 3,026人

　 　 　 　

対象
（何を、誰を）

市内の幼稚園児・保育園児

意図
（どのような状態
にするために）

公園遊びやサッカー教室などを通し、子どもの運動習慣の定着や子どもへの運動機会の提供を図る。

手段
（どうするのか）

市内保育園・幼稚園での公園遊びやサッカー教室、身体づくり教室の実施。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 子どもの身体・健康づくり推進事業費 予算事業コード 01-09-05-04-60-02

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 ソフト(任意)

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 外部委託

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 002800 重点施策 該当なし

事務事業名 子どもの身体・健康づくり推進事業 所属名 教育委員会事務局　生涯学習・スポーツ課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 全期

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

■ １．目標を上回る

□ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

保育園・幼稚園等から事業継続要望もあり、乳幼児期から体を動かす遊びや運動に触れる機会を積極的に提供する観点から継続実施が必要
な事業であると考える。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
予定を大きく上回る回数実施した。

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

2
　

3
　

事務事業の実施概要

【問合せ先】スポーツ振興係　0857-20-3371 
 
【１０次総の施策体系】1103 
 
【予算計上の経過】 予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２５８（教０８５） 
  
【事業の概要】  
　鳥取市内保育園・幼稚園にガイナーレ鳥取の選手又は元プロサッカー選手のスタッフ等 
を派遣して、未就学児に楽しみながら運動等を行う機会を提供する。 
　 
【事業の成果】 
　プロスポーツ選手のノウハウを生かしたサッカー教室や公園遊び、身体づくり教室を市 
立保育園・幼稚園などと連携して展開。 
（実績）事業開催回数、参加者数 
　　　　平成２７年度　 ７４回　３，６７４人 
　　　　平成２８年度　 ７４回  ３，０２６人 
　　経費内訳：事業運営委託料（委託先　株式会社SC鳥取）  ５４０千円  
 
【今後の課題・方向性】  
・ガイナーレ鳥取の自主財源での事業運営について協議・検討していく。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
事業回数

247%



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

実施クラス数

　

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

22 0

実績 22 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

実施クラス数

クラス
目標 22 22 22

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0 0

一般財源 0 0 0 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 3,400 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 3,400 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 3,400 0 0 0 0

0

地方債 0 0

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①夢の教室開催 ①夢の教室開催 ①夢の教室開催 ①夢の教室開催 ①夢の教室開催

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①夢の教室開催 
■夢先生派遣委託先 
　日本サッカー協会 
 
≪実績≫ 
小学校１０校 
中学校４校

　 　 　 　

対象
（何を、誰を）

小学校５年生、中学校２年生

意図
（どのような状態
にするために）

夢を持つことや仲間の大切さ、挫折を乗り越える力などを身につけるため。

手段
（どうするのか）

スポーツや芸術、文化などの分野における著名人を招き、夢の大切さを学ぶ授業「夢の教室」を展開する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 子どものこころづくり支援「夢の教室」事業費 予算事業コード 01-09-05-04-56-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 その他

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 外部委託

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 002900 重点施策 該当なし

事務事業名 子どものこころづくり支援「夢の教室」事業 所属名 教育委員会事務局　生涯学習・スポーツ課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 全期

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

■ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

子ども達が夢の大切さや仲間と協力することの大切さを学ぶ有意義な事業である。平成２８年度から予算が増額となったため、学校数、ク
ラス数ともに拡大し実施することができた。今後も継続的に事業拡大を図りながら未実施学校を中心に周知を行い、すべての小中学校に事
業を浸透させていきたい。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

2
　

3
　

事務事業の実施概要

【問合せ先】スポーツ振興係 0857-20-3371  
  
【１０次総の施策体系】1103 
  
【予算計上の経過】 予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２５７（教０８４）  
  
【事業の概要】  
　スポーツや文化、芸術の分野で日本のトップレベルを極めた著名人等を「夢先生」とし 
て迎え、小学５年生と中学２年生を対象に「夢の教室」を実施。  
・前半「ゲームの時間」では、体育館で体を動かしながら「目的のために協力すること」 
「相手を思いやるこころ」の大切さに気付いてもらう。  
・後半「トークの時間」では、教室で「夢先生」の体験談をもとに夢について語りかけ、 
目標に向かって努力することの大切さを教えるほか、子どもたちに自分の夢について考え 
てもらう。  
  
【事業の成果】  
　小学５年生と中学２年生を対象に「夢の教室」を実施。仲間と協力することや目標を持 
って行動することの大切さを学ぶ貴重な事業で、希望校も年々増加している。  
（実績）  
　　平成26年度　 8校、12クラスで実施（うち小学校6校7クラス、中学校2校5クラス） 
　　平成27年度　 7校、10クラスで実施（全て小学校で実施）  
　　平成28年度　14校、22クラスで実施（うち小学校10校17クラス、中学校4校5クラス） 
　　　経費内訳：事業運営委託料（委託先　日本サッカー協会）  
  
【今後の課題・方向性】  
　学校からの希望（申し込み）は年々増加しており、平成２６年度から小学校に加え中学 
校でも事業を実施することとした。子どものこころづくりに効果的な事業であり、今後も 
継続を図りたい。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
実施クラス数

100%



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

公共施設の経営基本方針等による、耐震改修の実施予定に対する完了事業数（H30以降の予定は検討中）

　

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

0 0

実績 1 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

体育館耐震改修実績

件
目標 1 0 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0 0

一般財源 1,292 0 0 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 7,443 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 31,335 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 31,335 0 0 0 0

0

地方債 22,600 0

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①耐震性を満たしてい 
ない施設の耐震化を行 
い、安心・安全な施設 
運営の促進を図る

①鳥取市民体育館等あ 
り方検討委員会により 
、地区体育館等の必要 
性、今後のあり方を検 
討。

①鳥取市民体育館等あ 
り方検討委員会からの 
意見等を踏まえ、地区 
体育館等の必要性、今 
後のあり方、整備方針 
等検討。

①地区体育館等の必要 
性、今後のあり方等検 
討結果、公共施設の再 
配置計画に基づき事業 
調整。

①地区体育館等の必要 
性、今後のあり方等検 
討結果、公共施設の再 
配置計画に基づき事業 
調整。

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①海洋の家体育館改修 
完了

　 　 　 　

対象
（何を、誰を）

市の公共施設（地区体育館）

意図
（どのような状態
にするために）

安心・安全な施設運営

手段
（どうするのか）

耐震補強整備

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 地区体育館耐震改修等事業費 予算事業コード 01-09-05-05-04-05

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 建設、整備

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 直営

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 003000 重点施策 該当なし

事務事業名 地区体育館耐震改修等事業 所属名 教育委員会事務局　生涯学習・スポーツ課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 全期

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

■ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

公共施設の経営基本方針、再配置計画に基づく施設のあり方検討の結果により耐震改修の実施の有無の検討が必要と考える。併せて大規模
改修な場合は財源確保も必要なため、効果的な整備を検討する必要がある。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

2
　

3
　

事務事業の実施概要

問合せ先】施設係 0857-20-3373 
 
【１０次総の施策体系】1103 
 
【予算計上の経過】 予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２６０（教０９０） 
 
【事業の概要】  
　災害時に市民の安全・安心を確保するため、耐震診断結果により、耐震基準を満たして 
いない公共施設の耐震化を図り、災害に強いまちづくりを推進する。 
 
【事業の成果】  
　海洋の家体育館の耐震化。公共施設の耐震化の推進。 
 
【今後の課題・方向性】  
　耐震性を満たしていない公共施設の耐震化は急がれる課題であるが、公共施設の経営基 
本方針及び再配置計画等に基づく今後の施設のあり方検討が必要であるため方針決定まで 
に時間を要する。耐震改修の必要な施設は老朽化も激しく、大規模改修も検討する必要が 
ある。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
体育館耐震改修実績

100%



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

　

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 003100 重点施策 該当なし

事務事業名 サッカー場整備事業 所属名 教育委員会事務局　生涯学習・スポーツ課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 全期

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり 　

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 建設、整備

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 直営

対象
（何を、誰を）

とりぎんバードスタジアム、若葉台スポーツセンター

意図
（どのような状態
にするために）

2020年東京オリンピック・パラリンピックの事前キャンプ誘致を後押しする。また、観客・利用者の利便性や試 
合のエンターテイメント性を高める。

手段
（どうするのか）

改修、設備の拡充

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 サッカー場整備費 予算事業コード 01-09-05-05-08-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①観客、利用者の利便 
性を高めるとともに、 
国際化に適合したスタ 
ジアムへの整備の促進

≪工事予定なし≫ ≪未定≫ ≪未定≫ ≪未定≫

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①トイレ洋式化 
・バードスタジアム

　 　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 7,081 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 7,081 0 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 7,080 0 0 0 0

一般財源 1 0 0 0 0

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

整備事業数

件
目標 1 0 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0 0

実績 1 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

■ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】施設係 0857-20-3373 
 
【１０次総の施策体系】1103 
 
【予算計上の経過】 予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２６１（教０９１） 
 
【事業の概要】  
　観客、利用者の利便性を高めるとともに、国際化に適合した高水準のスタジアムへの整 
備を行い、オリンピック、パラリンピックのキャンプ誘致活移動の促進を図る。 
 
【事業の成果】  
　バードスタジアムトイレ洋式化により、施設利用者の利便の向上、国際化に適合する施 
設として整備。 
 
【今後の課題・方向性】  
　Ｊリーグスタジアム基準による施設整備。老朽化による施設整備。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
整備事業数

100%

2
　

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

Ｊリーグスタジアム基準及び老朽化による施設整備は多額の費用が想定され、有利な財源確保の検討を要する。有利な財源を活用しながら
施設利用者の利便性を優先に計画的に改修を行う必要があると考える。



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

鳥取市スポーツレクリエーション祭に参加する人数

アンケート調査で中程度の評価より高い回答をした参加者の割合

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

95 0

実績 94.8 0 0 0 0

（指標の説明）
鳥取市スポーツレクリエーション祭参加者の満足度

％
目標 90 95 95

1200 0

実績 904 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

鳥取市スポーツレクリエーション祭参加者数

人
目標 1200 1200 1200

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0 0

一般財源 657 0 0 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 657 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 657 0 0 0 0

0

地方債 0 0

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①鳥取市スポーツレク 
リエーション祭の開催

①鳥取市スポーツレク 
リエーション祭の開催

①鳥取市スポーツレク 
リエーション祭の開催

①鳥取市スポーツレク 
リエーション祭の開催

①鳥取市スポーツレク 
リエーション祭の開催

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①鳥取市スポーツレク 
リエーション祭の開催 
・種目数　 14種目 
・参加者　904人 

　 　 　 　

対象
（何を、誰を）

市民

意図
（どのような状態
にするために）

年齢・性別を問わず、気軽にスポーツに親しめる機会を提供する。

手段
（どうするのか）

年齢・性別を問わず、気軽にスポーツに親しめる機会を提供する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 スポレク祭開催費 予算事業コード 01-09-05-04-10-04

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 その他

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 外部委託

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 003200 重点施策 該当なし

事務事業名 スポレク祭開催事業 所属名 教育委員会事務局　生涯学習・スポーツ課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 全期

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

□ ２．目標どおり

■ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

生涯スポーツ等の普及・推進に寄与している大会であり、参加者が年々減少傾向にあるため、種目や運営方法等の見直しを行い、参加者の
ニーズに合った大会となるよう検討しながら継続実施する。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

2
鳥取市スポーツレクリエーション祭参加者の満足度

105% 105%

3
　

事務事業の実施概要

【問合せ先】スポーツ振興係 0857-20-3371  
  
【１０次総の施策体系】1103  
  
【予算計上の経過】予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２５６（教０８１）  
  
【事業の概要】  
　鳥取市スポーツレクリエーション祭は、生涯スポーツの普及に伴い、それまで行ってい 
た壮年テニス大会等を統合して平成2年度から始まった大会である。校区別に勝敗を競う 
市民体育祭とは異なり、市民誰もが気軽に参加できるニュースポーツ等を中心として開催 
している。 
  
【事業の成果】  
　多くの市民が気軽に参加できるスポーツイベントとして、生涯スポーツの普及や振興を 
図った。 　　　  
　　平成２６年度　１３種目　１７０チーム　９７９人　６４３千円  
　　平成２７年度　１３種目　１６９チーム　９２６人　６６８千円  
　　平成２８年度　１４種目　１５０チーム　９０４人　６８９千円  
  
【今後の課題・方向性】  
　市民の健康維持・促進のためにも、事業を継続して行っていく。今後は、障がいのある 
方や高齢者も気兼ねなく参加ができるような仕組みつくりを構築する必要がある。。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
鳥取市スポーツレクリエーション祭参加者数

75%



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

鳥取マラソンに参加する人数（最大目標）

鳥取マラソンに県外から参加する人数

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

1152 1152

実績 2171 0 0 0 0

（指標の説明）
鳥取マラソンへの県外からの参加者数

人
目標 1152 1152 1152

5000 5000

実績 4063 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

鳥取マラソン参加者数

人
目標 5000 5000 5000

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0 0

一般財源 7,500 0 0 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 7,500 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 7,500 0 0 0 0

0

地方債 0 0

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①実行委員会の開催 
②大会実施

①実行委員会の開催 
②大会実施

①実行委員会の開催 
②大会実施

①実行委員会の開催 
②大会実施

①実行委員会の開催 
②大会実施

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①実行委員会の設立及 
び開催（年１回） 
②大会実施（年１回） 
参加者4,063人

　 　 　 　

対象
（何を、誰を）

市民（県内外問わず）

意図
（どのような状態
にするために）

多くの方へマラソンの魅力を伝えるとともに、観光地のＰＲや、おもてなしによる鳥取市のイメージアップを図 
り、全国へ向けた情報発信をする。

手段
（どうするのか）

県や観光・経済団体などと連携しながら、市内各地の観光名所等を巡るフルマラソン大会を開催する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 鳥取マラソン開催費 予算事業コード 01-09-05-04-48-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 ソフト(任意)

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 その他

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 003300 重点施策 該当なし

事務事業名 鳥取マラソン開催事業 所属名 教育委員会事務局　生涯学習・スポーツ課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 全期

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

□ ２．目標どおり

■ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

年々参加者が増加傾向にあり、鳥取市を全国にアピールできる大会へと成長しつつある。今後も、主催である鳥取県、鳥取陸上競技協会、
新日本海新聞社とともに運営体制を充実させ、参加者の増加につなげるよう継続する。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

2
鳥取マラソンへの県外からの参加者数

188% 188%

3
　

事務事業の実施概要

【問合せ先】スポーツ振興係 0857-20-3371 
 
【１０次総の施策体系】1103 
 
【予算計上の経過】 予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２５７（教０８３） 
  
【事業の概要】  
県内唯一のフルマラソン大会である『鳥取マラソン』を開催する。 
 
【事業の成果】 
マラソン大会への参加者は年々増加傾向にあり、鳥取市のアピールもできている。 
（実績） 
平成26年度　エントリー数　3,394人 
平成27年度　エントリー数　3,691人 
平成28年度　エントリー数　4,063人 
 
【今後の課題・方向性】  
交通規制等各所と連携をとりながら、毎年の反省事項を解消し、運営体制を充実させる。 

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
鳥取マラソン参加者数

81%



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

市民体育祭に参加する人数

各校区の参加種目の合計（全校区が全種目に参加した場合、528種目）

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

528 528

実績 463 0 0 0 0

（指標の説明）
各校区の延べ参加種目数

種目
目標 528 528 528

25000 25000

実績 23480 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

参加人員

人
目標 25000 25000 25000

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0 0

一般財源 2,052 0 0 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 2,052 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 2,052 0 0 0 0

0

地方債 0 0

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①市民体育祭の開催 ①市民体育祭の開催 ①市民体育祭の開催 ①市民体育祭の開催 ①市民体育祭の開催

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①市民体育祭の開催 
参加者延べ23,480人 
参加種目延べ463種目

　 　 　 　

対象
（何を、誰を）

市民及び鳥取市各地域

意図
（どのような状態
にするために）

生涯スポーツの普及推進を図るほか、地域のつながりや一体感の醸成、活力のあるまちづくりに向け、市民総ス 
ポーツ運動の実現をめざす。

手段
（どうするのか）

小学校区対抗により得点を競い合う、市民体育祭を開催する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 市民体育祭開催費 予算事業コード 01-09-05-04-09-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 その他

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 外部委託

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 003400 重点施策 該当なし

事務事業名 市民体育祭開催事業 所属名 教育委員会事務局　生涯学習・スポーツ課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 全期

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

□ ２．目標どおり

■ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

年々参加者が高齢化の傾向にあり、若年層の参加者確保に苦慮している現状が見受けられる。今後は、関係団体と日程・実施方法など検討
し、障がい者スポーツの普及という視点も含め、より多くの方の参加できるように継続実施する。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

2
各校区の延べ参加種目数

88% 88%

3
　

事務事業の実施概要

【問合わせ先】スポーツ振興係 0857-20-3371  
  
【１０次総の施策体系】1103  
  
【予算計上の経過】 　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２５５（教０７９）  
  
【事業の概要】  
　鳥取市民体育祭は、昭和３３年に市制７０周年記念事業として始まった。４４の小学校 
区対抗で約半年間にわたり、１５種目の競技を行い得点を競うもので、選手・役員・応援 
に多くの市民が参加する、全国でもあまり例を見ない本市最大のスポーツ行事である。  
  
【事業の成果】  
　鳥取市の掲げる市民総スポーツ運動の中核となる事業であり、生涯スポーツの推進はも 
とより、小学校区対抗とすることで地域のつながりや一体感を醸成し、活力のあるまちづ 
くりに寄与している。  
  
（実績）参加者数（選手、役員、応援等含む延べ人数）  
　平成２６年度　１６，５５９人（陸上競技中止）  
　平成２７年度　２３，７１３人  
　平成２８年度　２３，４８０人  
  
　経費内訳：大会運営委託料、競技用品、会場借上料、表彰関係品、プログラム印刷  
　　　　　　その他消耗品等  
  
【今後の課題・方向性】  
　競技の運営方法や開催日程等、地域体育会等の意見を反映し、参加者、参加校区の増加 
に向け、各種目実施要領等の見直しを行っていく。　　 

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
参加人員

94%



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

バードスタジアム開催ホームゲーム観戦者数（１試合平均）

　

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

3000 0

実績 1951 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

観戦者数

人
目標 3000 3000 3000

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0 0

一般財源 573 0 0 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 3,240 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 3,813 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 3,813 0 0 0 0

0

地方債 0 0

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①観客輸送補助金 
②街なか駐車場サポー 
ター利用促進補助金 
③街なか駐車場利用促 
進看板設置委託 
④スタジアムおもてな 
し向上事業補助金 
⑤親子サッカー教室事 
業補助金

≪前年度状況を判断し 
検討≫

≪前年度状況を判断し 
検討≫

≪前年度状況を判断し 
検討≫

≪前年度状況を判断し 
検討≫

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①シャトルバス運行延 
べ14本／試合 
②協力駐車場利用223 
件に無料駐車券配布 
③協力駐車場案内看板 
設置 
④おもてなし体制整備 
⑤開催27回、参加472 
人

　 　 　 　

対象
（何を、誰を）

県内外のサポーター

意図
（どのような状態
にするために）

ホームゲームでの観客満足度を最大限に高め、「みるスポーツ」を通じたスポーツ交流の拡大を目指す。また、 
地域貢献活動を通し、青少年の健全育成やスポーツ振興を図る。

手段
（どうするのか）

バードスタジアム内でのおもてなし体制整備の推進及びホームゲーム時の総合的な交通対策を推進する。また、 
県内唯一のプロスポーツクラブである「ガイナーレ鳥取」と連携し、親子サッカー教室などスポーツ機会を提供 
する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 ガイナーレ鳥取力向上事業費 予算事業コード 01-02-01-07-01-36

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

鳥取市街なか駐車場サポーター
利用促進補助金交付要綱

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 ソフト(任意)

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 補助金交付

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 003500 重点施策 該当なし

事務事業名 ガイナーレ効果による鳥取力向上事業 所属名 教育委員会事務局　生涯学習・スポーツ課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 全期

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

□ ２．目標どおり

■ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

県内唯一のプロスポーツチームであるガイナーレ鳥取は青少年の健全育成やスポーツ振興に大きな役割を果たしている。
地域貢献活動などを通じて地域とチームの相互発展を図り、地域スポーツの振興に取り組む。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
Ｊ３降格以降、アウェイサポーター来場者数も含め観客動員数が減少してい
る。

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

2
　

3
　

事務事業の実施概要

【問合せ先】スポーツ振興係　0857-20-3371 
 
【１０次総の施策体系】1103 
 
【予算計上の経過】予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２４７（教０６３）  
  
【事業の概要】  
　プロスポーツチームである『ガイナーレ鳥取』を活かして、チームと地域の相互発展を 
図り、地域スポーツの振興を目的に各種事業を実施する。 
　 
【事業の成果】  
　ホームゲーム開催時の総合的な交通対策、鳥取市の情報発信、スタジアム内のおもてな 
し向上、市内での消費誘導などの活動を実施した。  
　アウェイからの来場者に対して、市内観光地と連携したイベントや観光ＰＲを行い、観 
光地への誘客を行った。  
　・平成２６年度観客動員数　５５，２４２人（うちアウェイ観客数　　　６７１人） 
　・平成２７年度観客動員数　３８，６３７人（うちアウェイ観客数　１，４４５人）  
　・平成２８年度観客動員数　２８，４７１人 
 
補助金名：鳥取市営サッカー場観客輸送支援事業費補助金、鳥取市街なか駐車場サポータ 
　　　　　ー利用促進事業補助金、鳥取市営サッカー場周辺交通誘導警備事業費補助金、 
　　　　　バードスタジアムおもてなし向上事業補助金、鳥取市ガイナーレ効果による地 
　　　　　域力向上事業費補助金、鳥取市親子サッカー教室事業費補助金  
交付先：（株）SC鳥取ほか  
金　額：　３，８１３千円  
 
【今後の課題・方向性】  
　ガイナーレ鳥取を活用し「みるスポーツ」を通したスポーツの魅力がより伝わるよう、 
観客満足度向上に向けた取り組みを行う。 

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
観戦者数

65%



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

アンケート調査で中程度の評価より高い回答をした参加者の割合

　

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

90 0

実績 76.1 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

姉妹都市（鳥取市＝姫路市）親善スポーツ交歓大会
参加者の満足度 ％

目標 80 85 90

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0 0

一般財源 354 0 0 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 354 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 354 0 0 0 0

0

地方債 0 0

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①スポーツ交歓大会の 
実施（姫路市開催）

①スポーツ交歓大会の 
実施（鳥取市開催）

①スポーツ交歓大会の 
実施（姫路市開催）

①スポーツ交歓大会の 
実施（鳥取市開催）

①スポーツ交歓大会の 
実施（姫路市開催）

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①スポーツ交歓大会の 
実施（姫路市にて4種 
開催） 
○水泳 
○新体操 
○ボウリング 
○グラウンド・ゴルフ

　 　 　 　

対象
（何を、誰を）

鳥取市及び姫路市の市民

意図
（どのような状態
にするために）

昭和47年に姉妹都市提携を結んで以来、各分野に渡って交流を広げている姫路市との一層の親善と友好を深める 
。

手段
（どうするのか）

会場地を持ち回りでスポーツ交歓大会を開催し、役員・選手が相互訪問する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 姫路市スポーツ大会開催費 予算事業コード 01-09-05-04-10-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 ソフト(任意)

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 直営

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 003600 重点施策 該当なし

事務事業名 姫路市スポーツ大会開催事業 所属名 教育委員会事務局　生涯学習・スポーツ課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 全期

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

□ ２．目標どおり

■ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

幅広い年代及び他地域・他種目の選手と交流することのできる数少ない大会である。姫路市と本市の交流促進に大きく寄与する事業であ
り、本市のスポーツ力の向上につながる事業のため、継続実施すべきと考える。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

2
　

3
　

事務事業の実施概要

【問合せ先】スポーツ振興係 0857-20-3371  
  
【１０次総の施策体系】1103 
  
【予算計上の経過】予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２５５（教０８０）  
  
【事業の概要】  
　鳥取市と姫路市は、昭和４７年に姉妹都市提携を結んで以来、各分野に渡って交流を広 
げてきた。スポーツにおいても、昭和５２年から毎年、４種目程度の種目の役員・選手が 
相互訪問し、交流を深めている。　  
  
【事業の成果】  
　平成２８年度は姫路市で開催し、鳥取市の役員・選手団が姫路市を訪問し、大会を実施 
した。  
   
　　平成２６年度　会場：姫路市  
　　　実施種目：軟式野球、バスケットボール、サッカー、柔道  
　　平成２７年度　会場：鳥取市  
　　　実施種目：弓道、バレーボール、軟式野球、テニス  
　　平成２８年度　会場：姫路市 
　　　実施種目：水泳、新体操、ボウリング、グラウンド・ゴルフ 
  
【今後の課題・方向性】  
　姉妹都市交流の一環として効果的な事業となっている。各競技に幅広い年齢層が参加す 
ることから、生涯スポーツの推進とスポーツ交流人口の拡大を図るため、今後も継続すべ 
きと考える。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
姉妹都市（鳥取市＝姫路市）親善スポーツ交歓大会参加者の満足度

95%



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

全国規模のスポーツ大会やキャンプ・合宿等の誘致件数

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 003700 重点施策 該当なし

事務事業名 キャンプ地誘致事業 所属名 教育委員会事務局　生涯学習・スポーツ課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 全期

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり 　

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 ソフト(任意)

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 その他

対象
（何を、誰を）

キャンプ、合宿、全国規模のスポーツ大会等

意図
（どのような状態
にするために）

2020年の東京オリンピック・パラリンピックの事前キャンプ地誘致に向けて実績作りを図る。

手段
（どうするのか）

積極的に誘致し、開催する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 キャンプ地誘致推進事業費 予算事業コード 01-09-05-04-63-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①卓球全日本ホープス 
ナショナルチーム強化 
合宿の受け入れ

①卓球全日本ホープス 
ナショナルチーム強化 
合宿の受け入れ

①合宿受入 
②大規模大会等の開催

①合宿受入 
②大規模大会等の開催

①合宿受入 
②大規模大会等の開催

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①卓球全日本ホープス 
ナショナルチーム強化 
合宿の受け入れ 

　 　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 10,944 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 10,944 0 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 7,370 0 0 0 0

一般財源 3,574 0 0 0 0

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

キャンプ等の誘致件数

件
目標 1 1 1

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

1 0

実績 1 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

■ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

■ １．拡充 ■ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】スポーツ振興係　0857-20-3371 
 
【１０次総の施策体系】1103 
 
【予算計上の経過】予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２５９（教０８７）  
  
【事業の概要】  
　２０２０東京オリンピック・パラリンピックキャンプ地誘致に向けて、機動的に活動す 
るため、県・市・関係競技団体・体育協会などで構成する誘致推進委員会に参画するとと 
もに、会場地としてキャンプ等を受け入れるための実施委員会を組織し、キャンプ等を円 
滑に実施する。 
　また、全国規模のスポーツ大会・競技会を積極的に誘致し、開催することでキャンプ地 
誘致に向けての実績作りを図る。 
 
【事業の成果】  
　・「鳥取市東京オリ・パラキャンプ実施委員会」の設置（Ｈ２７） 
　・ジャマイカ陸上チーム世界陸上競技選手権北京大会事前キャンプの実施 
　実施委員会への鳥取市負担金　９，０５３千円（Ｈ２７） 
　・卓球全日本ホープス（小学生）ナショナルチーム強化合宿の受入れ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　５００千円（Ｈ２８） 
 
【今後の課題・方向性】  
　今後も積極的にキャンプ、合宿全国規模のスポーツ大会の誘致を行い、東京オリンピッ 
ク・パラリンピックのキャンプ地誘致に向けた実績を構築し、地域活性化を図る。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
キャンプ等の誘致件数

100%

2
　

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

２０２０年東京オリンピック・パラリンピックの事前キャンプに向けて、今後も積極的にキャンプ、合宿、全国規模のスポーツ大会等の誘
致を行っていく必要がある。



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

バードスタジアムの設備等を活用したサッカー以外のイベント実施計画及び実施件数

　

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

0 0

実績 4 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

イベント実施数

件
目標 4 0 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0 0

一般財源 0 0 0 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 0 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 0 0 0 0 0

0

地方債 0 0

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①国の交付金を活用し 
たイベント実施 
②イベント環境の整備

①前年度事業の成果と 
りまとめ、結果分析

≪平成29年度で事業完 
了予定≫

≪平成29年度で事業完 
了予定≫

≪平成29年度で事業完 
了予定≫

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①サッカーの試合以外 
のイベント実施 
・公募事業３事業実施 
・ガイナーレ公式戦に 
併せてイベント実施 
②環境整備 
・総合案内、イベント 
実施に活用可能な簡易 
多目的ブース設置 
・音響設備設置

　 ≪平成29年度で事業完 
了予定≫

≪平成29年度で事業完 
了予定≫

≪平成29年度で事業完 
了予定≫

対象
（何を、誰を）

バードスタジアム（公共施設）

意図
（どのような状態
にするために）

施設の設置目的外の利活用促進

手段
（どうするのか）

施設設備、備品の利活用の可能性検証及び整備

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 【政策提案】バードスタジアム有効利活用推進事業費 予算事業コード 01-09-05-05-03-02

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 ソフト(任意)

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 直営

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 003800 重点施策 該当なし

事務事業名 バードスタジアム有効活用推進事業 所属名 教育委員会事務局　生涯学習・スポーツ課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 全期

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

■ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

公共施設の有効利活用について一定の成果は得られたが、継続性のある事業の確立までには至らなかった。
公共施設を有効に利活用してもらうための手法について検討を行う必要があると考える。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

2
　

3
　

事務事業の実施概要

【問合せ先】施設係 0857-20-3373 
 
【１０次総の施策体系】1103 
 
【予算計上の経過】 
　なし 
 
【事業の概要】  
　公共施設の設置目的外の利活用方法を検証し、まちのにぎわいの創出や利用頻度の増加 
、利用料収入の増加を図る。 
 
【事業の成果】 
　地方創生加速化交付金を活用し、バードスタジアムを設置目的外に利用し、まちのにぎ 
わい創出事業を行い、今後の公共施設の利活用促進を図る。 
　バードスタジアムの大型映像装置を活用した事業などを行い、イベント実施の可能性の 
検証が行えた。バックスタンド側駐車場へ簡易多目的ブースの設置、音響設備の設置を行 
いイベント環境の整備を行った。 
 
【今後の課題・方向性】  
　バードスタジアムの大型映像装置で映画上映や駅伝の中継を実施。サッカー以外の利活 
用の可能性が確認できた。今後は継続性のある事業の誘致やバードスタジアムをはじめと 
し公共施設を有効利活用してもらうための周知や手法の検討が必要である。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
イベント実施数

100%



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

参加者

参加チーム数

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

56 58

実績 41 0 0 0 0

（指標の説明）
参加チーム数

　
目標 50 52 54

220 230

実績 152 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

大会参加者数

　
目標 180 200 210

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0 0

一般財源 264 264 0 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 264 264 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 264 264 0 0 0

0

地方債 0 0

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①国府町万葉ウォーク 
ラリー大会補助

①国府町万葉ウォーク 
ラリー大会補助

①国府町万葉ウォーク 
ラリー大会補助

①国府町万葉ウォーク 
ラリー大会補助

①国府町万葉ウォーク 
ラリー大会補助

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①補助金を交付し大会 
を開催。 
国府町谷地区周辺 
　コース　約6.3km 
　ﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ10箇所 
発着会場 
　国府地区保健ｾﾝﾀｰ 
参加チーム数 41ﾁｰﾑ　 
参加者数　　152人

　 　 　 　

対象
（何を、誰を）

市民

意図
（どのような状態
にするために）

心と体の健康づくり及び地域資源の再認識。

手段
（どうするのか）

心と体の健康づくりをしながら国府地域の豊かな自然と豊富な「万葉のふるさと国府」の名勝・史跡などの文化 
を体験する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 ウォークラリー大会実行委員会補助金 予算事業コード 01-09-05-04-10-07

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 ソフト(任意)

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 補助金交付

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 003901 重点施策 該当なし

事務事業名 スポーツイベント支援事業（ウォークラリー大会） 所属名 教育委員会事務局　教育委員会事務局国府町分室

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 平成 2年度　～　全期

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

■ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

事業内容を検討し、適正な補助事業の運営を図っていきたい。また、平成27年度から受益者負担を実施したことから、さらなる参加者への
サービス内容の充実を図っていく。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
天気予報が当日の天候が悪かったため、参加者・チーム数減少した。事業
内容は問題なかった。

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

2
参加チーム数

82% 82%

3
　

事務事業の実施概要

【問合せ先】教育委員会事務局国府町分室 0857-39-0563 
 
【１０次総の施策体系】1103 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７２(支所００５) 
 
【事業の概要】 
　　１　補助金名：国府町万葉ウォークラリー大会補助金 
　　２　目的：万葉ウォークラリー大会は、国府地域の豊かな自然と豊富な文化財を体　 
　　　　験しながら心と身体の健康づくりができるイベントとして定着している。大人　 
　　　　から子どもまでが気軽に参加できる自然体験型のイベントとして幅広い参加者　 
　　　　を得て開催されており、地域の観光振興の推進はもとより、歴史と文化の町“　 
　　　　こくふ”ＰＲに寄与している。 
　　３　事業内容 
　　　　・主　催：鳥取市国府町万葉ウォークラリー実行委員会　 
　　　　・参加料：200円（中学生以下、65歳以上無料） 
　　　　・時　期：平成２８年１０月１日（土） 
　　　　・場　所：鳥取市国府町谷地域 
　　　　○史跡等チェックポイントを回るウォークラリー 
　　　　○鍋の振る舞い等 
 
【事業の成果】　 
　　平成26年度　316千円（参加者数75チーム、291人） 
　　平成27年度　264千円（参加者数53チーム、201人） 
　　平成28年度　264千円（参加者数41チーム、152人） 
　　 
【今後の課題・方向性】 
　受益者負担による自主財源の確保の継続と更なる参加者へのサービス内容の充実を図っ 
ていく。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
大会参加者数

84%



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

大会に実際に参加した人数

　

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

1500 0

実績 1609 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

参加者数

人
目標 1500 1500 1500

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0 0

一般財源 2,129 0 0 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 801 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 2,930 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 2,930 0 0 0 0

0

地方債 0 0

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①鳥取砂丘らっきょう 
花マラソン大会開催費 
助成

①鳥取砂丘らっきょう 
花マラソン大会開催費 
助成

①鳥取砂丘らっきょう 
花マラソン大会開催費 
助成

①鳥取砂丘らっきょう 
花マラソン大会開催費 
助成

①鳥取砂丘らっきょう 
花マラソン大会開催費 
助成

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①鳥取砂丘らっきょう 
花マラソン大会開催費 
助成

　 　 　 　

対象
（何を、誰を）

市民全般（市外、県外含む）

意図
（どのような状態
にするために）

マラソンによる市民の健康増進を図るとともに、地域の魅力をPRする。

手段
（どうするのか）

大会内容の充実を図るとともに、大会の告知に努める。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 鳥取砂丘らっきょう花マラソン開催費 予算事業コード 01-09-05-04-35-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 ソフト(任意)

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 補助金交付

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 003902 重点施策 該当なし

事務事業名 スポーツイベント支援事業（鳥取砂丘らっきょう花マラソン） 所属名 教育委員会事務局　教育委員会事務局福部町分室

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 全期

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

■ １．目標を上回る

□ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

福部町を代表する大きなイベントであり、地元の関係団体で構成する実行委員会が運営する方式となり、より地元に愛されるイベントと
なっている。今後とも参加者の増加、広告協賛金の増加を図り、大会内容の見直しを行いながら、健全な大会運営を目指したい。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
目標の参加者人数を上回った。

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

2
　

3
　

事務事業の実施概要

【問合せ先】教育委員会事務局福部町分室 0857-75-2815 
 
【１０次総の施策体系】1103 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７４（支所００９） 
  
【事業の概要】  
　らっきょうの花が咲く１０月下旬の日曜日にマラソン大会を開催する。 
　 
【事業の成果】  
　平成２６年度実績４，９４７千円　参加者１，４９１人 
　平成２７年度実績５，３６７千円　参加者１，４５０人 
　平成２８年度実績２，９３０千円　参加者１，６０９人 
　平成２８年度より補助金 
 
【今後の課題・方向性】  
　２８年度より直営方式から地域団体運営方式に変更し、補助金、参加料、広告協賛金で 
運営を行った。今後は、参加料、協賛金の維持に努め、健全な運営を行う。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
参加者数

107%



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

　

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 003903 重点施策 該当なし

事務事業名 スポーツイベント支援事業（フライトフェスティバル） 所属名 河原町総合支所　河原町総合支所地域振興課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 平成28年度　～　平成32年度

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり 　

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 ソフト(任意)

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 補助金交付

対象
（何を、誰を）

霊石山を有する、河原地域

意図
（どのような状態
にするために）

ジオパークエリアでもある当地域をスカイスポーツのメッカとして発展させ、知名度アップ、地域振興に寄与す 
るため

手段
（どうするのか）

フライトフェスティバルを開催する

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 フライトフェスティバル事業費 予算事業コード 01-06-01-03-03-22

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①フライトフェスティ 
バル開催補助

①フライトフェスティ 
バル開催補助

①フライトフェスティ 
バル開催補助

①フライトフェスティ 
バル開催補助

①フライトフェスティ 
バル開催補助

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①未実施 　 　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 0 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 0 0 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

一般財源 0 0 0 0 0

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

競技参加者

人
目標 50 50 50

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

50 50

実績 0 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

□ ２．計画どおり

■ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

□ ２．目標どおり

■ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】　地域振興課（0858-76-3111） 
【１０次総の施策体系】1103
【予算計上の経過】 
　　予算事業別概要目次:当初予算・Ｐ２７５（支所０１２） 
 
【事業の概要】 
　　霊石山と千代川という立地条件を活かしたスカイスポーツの振興は、河原のまちづく 
　りイベントとして定着している。全国に鳥取のかわはらと霊石山フライトエリアを広く 
　ＰＲするとともに、地元への経済効果、県内外と地元の交流が期待される。 
　補助金名　　フライトフェスティバル開催事業補助金 
　補助対象者　八上姫ジャパンレディースカップ実行委員会　 
 
【事業の内容・実績】 
　　平成２６年度　３１５千円　参加者６０名 
　　平成２７年度　３５０千円　参加者４９名 
　　平成２８年度　主催者の都合により実施せず（予算執行なし） 
 
【今後の課題・方向性】　 
　　ジオパークエリア「霊石山」の観光振興のため参加者の増を図る必要もあるが、実施 
　団体が自立して自主運営することが望ましい。 
 

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
競技参加者

2
　

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
主催者の都合による

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
イベントが開催されなかったため

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

近年、スカイスポーツの競技人口減少に伴い、その活動成果等が見えにくい部分もある。ジオパークエリアである霊石山で行われるこの
フェスティバルは意義があると考えるが、今後、地域との連携や観光エリアとして効果的な開催が必要と考えられる。また、毎年度内容を
検証し、実施団体が自立して自主運営していく必要がある。



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

　

　

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

160 160

実績 160 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

参加者数

人
目標 160 160 160

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0 0

一般財源 146 0 0 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 146 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 146 0 0 0 0

0

地方債 0 0

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①グラウンドゴルフ大 
会の開催

①グラウンドゴルフ大 
会の開催

①グラウンドゴルフ大 
会の開催

①グラウンドゴルフ大 
会の開催

①グラウンドゴルフ大 
会の開催

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①グラウンドゴルフ大 
会の開催(６月１１日)

　 　 　 　

対象
（何を、誰を）

　河原地域市民を対象として健康増進及び生涯スポーツの普及拡大を願い、スポーツを楽しむ日として「スポー 
ツの日」を設け、レクリエーション・スポーツ実施する。

意図
（どのような状態
にするために）

 レクリエーションスポーツ大会を実施し、健康スポーツの日常生活定着を図る。

手段
（どうするのか）

　健康増進及び生涯スポーツの普及拡大を図る。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 町民スポーツの日開催費 予算事業コード 01-09-05-04-10-12

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 ソフト(任意)

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 直営

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 003904 重点施策 該当なし

事務事業名 スポーツイベント支援事業（河原町民スポーツの日） 所属名 教育委員会事務局　教育委員会事務局河原町分室

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 平成28年度　～　全期

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

■ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

市長を大会長とする「河原地域市民スポーツの日」として定着し、町民の参加も毎年１５０人前後と安定している。種目については、誰で
も気軽に参加できる「グラウンドゴルフ大会」を近年開催しているが、他の種目も視野にいれながら、今後も鳥取市体育協会河原町支部と
協議・連携を図り、健康スポーツへの関心度の向上またスポーツ振興を図っていく必要がある。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

2
　

3
　

事務事業の実施概要

【問合せ先】教育委員会事務局 河原町分室 0858-76-3122  
  
【１０次総の施策体系】1103 
  
【予算計上の経過】  
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７６（支所０１４） 
  
【事業の概要】（地域振興特定予算）  
　平成１２年度より実施。河原地域市民を対象として健康増進及び生涯スポーツの普及拡 
大を願い、子どもから高齢者までスポーツを楽しむ日として「町民スポーツの日」を設け 
、レクレーションスポーツ大会（グラウンドゴルフ大会）を実施する。レクスポーツの日 
常生活への定着化により健康増進を目指す。  
  
【事業の成果】  
　平成２６年度　６月１４日　参加者１４３人  
　平成２７年度　６月　７日　参加者１４８人  
　平成２８年度　６月１１日　参加者１６０人　　　  
  
【今後の課題・方向性】  
　高齢者が生きがいをもって健康に過ごせるまちを目指し今後も引き続き実施する。　 

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
参加者数

100%



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

大会参加者数

　

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

1400 0

実績 1582 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

大会参加者数

人
目標 1400 1400 1400

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0 0

一般財源 1,525 0 0 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 587 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 2,112 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 2,112 0 0 0 0

0

地方債 0 0

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①もちがせ流しびなマ 
ラニック大会開催補助

①もちがせ流しびなマ 
ラニック大会開催補助

①もちがせ流しびなマ 
ラニック大会開催補助

①もちがせ流しびなマ 
ラニック大会開催補助

①もちがせ流しびなマ 
ラニック大会開催補助

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①補助交付によりもち 
がせ流しびなマラニッ 
ク大会開催(５月１５ 
日) 
参加者：１，５８２人 

　 　 　 　

対象
（何を、誰を）

鳥取市民を始め県内外の健康志向の参加希望者

意図
（どのような状態
にするために）

自分の健康を振り返り、健康で人生を豊かに生きる素晴らしさを実感するとともに、市民相互の親睦と健全なス 
ポーツの振興を図る。あわせて「流しびなの里もちがせ」を広く内外にＰＲする。

手段
（どうするのか）

自分の体力に合わせて走ったり歩いたりする。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 流しびなマラニック大会補助金 予算事業コード 01-09-05-04-10-08

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 ソフト(任意)

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 補助金交付

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 003905 重点施策 該当なし

事務事業名 スポーツイベント支援事業（流しびなマラニック大会） 所属名 教育委員会事務局　教育委員会事務局用瀬町分室

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 平成28年度　～　全期

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

■ １．目標を上回る

□ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 ■ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

目標を上回る参加者があり、市内外に恒例行事として広く周知されている。用瀬町をＰＲする良い機会であり継続して実施したい。参加者
の増加に伴い事務負担が増加しており、事務の効率化を検討する。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
1500人を超え過去最高の参加者を得て開催。

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

2
　

3
　

事務事業の実施概要

【問い合わせ先】　用瀬町総合支所　教育委員会事務局用瀬分室(0858-87-3787) 
【10次総の施策体系】　1103　 
【事業の経過及び背景】 
　　「マラソンのように走ったり、ピクニック気分で歩いたりと、自分の体力に合わせて 
　種目が選択できるマラニック大会。市民相互の健康づくり及び親睦、健全なスポーツ活 
　動の振興を図るとともに、「流しびなの里用瀬」を広くＰＲすることを目的に開催し、 
　本年度で第２９回を迎える。 
　　自分の健康を楽しみながらのんびりと参加できる手軽さから人気を呼んでおり、今で 
　は赤ちゃんからお年寄りまで幅広い年齢層が参加している。 
【事業内容】 
　主催：もちがせ流しびなマラニック大会実行委員会　鳥取市　鳥取市教育委員会　 
　期日：平成２８年５月１５日（日）第３日曜日 
　場所：流しびなの館周辺 
　種目：マラソン　１０ｋｍ・５ｋｍ・３ｋｍ 
　　　　ウォーク　５ｋｍ・３ｋｍ 
【事業実績】 
　Ｈ23年度　2,112千円　　参加者1,335人 
　Ｈ24年度　2,112千円　　参加者1,485人 
　Ｈ25年度　2,112千円　　参加者1,501人 
　Ｈ26年度　2,112千円　　参加者1,370人 
　Ｈ27年度　2,112千円　　参加者1,461人 
　Ｈ28年度　2,112千円　　参加者1,582人 
【今後の取り組み】 
　用瀬地域の活性化対策として、より一層の充実を図る。 
【根拠計画】　第10次総合計画 
【条例改正等の必要性】　無し 
【国・県への要望の状況】　無し 
【市民ニーズの状況】　事業アンケートでは好評で、継続を望む意見が多数。 
【その他】　無し

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
大会参加者数

113%



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

参加チーム数

　

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0 0 0

24 24

実績 24 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

参加チーム数（参加人数）

チーム
目標 24 24 24

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0 0

一般財源 500 0 0 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 500 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 500 0 0 0 0

0

地方債 0 0

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①中国、四国、近畿地 
方の中学生バレーボー 
ルチームによるバレー 
ボール大会。 
②初日に男女各１２チ 
ームによるリーグ戦、 
２日目は順位決定戦を 
行う。

①中国、四国、近畿地 
方の中学生バレーボー 
ルチームによるバレー 
ボール大会。 
②初日に男女各１２チ 
ームによるリーグ戦、 
２日目は順位決定戦を 
行う。

①中国、四国、近畿地 
方の中学生バレーボー 
ルチームによるバレー 
ボール大会。 
②初日に男女各１２チ 
ームによるリーグ戦、 
２日目は順位決定戦を 
行う。

①中国、四国、近畿地 
方の中学生バレーボー 
ルチームによるバレー 
ボール大会。 
②初日に男女各１２チ 
ームによるリーグ戦、 
２日目は順位決定戦を 
行う。

①中国、四国、近畿地 
方の中学生バレーボー 
ルチームによるバレー 
ボール大会。 
②初日に男女各１２チ 
ームによるリーグ戦、 
２日目は順位決定戦を 
行う。

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①中国、四国、近畿地 
方の中学生バレーボー 
ルチームによるバレー 
ボール大会。 
②初日に男女各１２チ 
ームによるリーグ戦、 
２日目は順位決定戦を 
行った。

　 　 　 　

対象
（何を、誰を）

中・四国、近畿地方の中学生バレーボール選抜チーム

意図
（どのような状態
にするために）

中学生に広くバレーボールの実践の機会を与え、技術の向上とスポーツマン精神の高揚をはかり、心身ともに健 
康な中学生の育成を目指す。

手段
（どうするのか）

初日は男女各１２チームによる予選リーグ、２日目はトーナメントによる順位決定戦をおこなう。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 気高スカロップ杯中学校バレーボール大会補助金 予算事業コード 01-09-05-04-38-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 ソフト(任意)

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 補助金交付

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 003906 重点施策 該当なし

事務事業名 スポーツイベント支援事業（気高スカロップ杯中学校バレーボール大会） 所属名 教育委員会事務局　教育委員会事務局気高町分室

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 平成 9年度　～　全期

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

■ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

中学生に広くバレーボール競技の実践の機会を与えるとともに、技術の向上とスポーツマン精神の高揚を図り、心身共に健全な中学生の育
成を目的とする当大会は、中学生のみならず県内外の選手、役員が気高町に宿泊すること、さらに地域情報が県内外に発信されるなど経済
効果も十分に見込まれるため、今後も継続して支援していきたい。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

2
　

3
　

事務事業の実施概要

問合せ先】気高町総合支所地域振興課　0857-82-0011 
 
【１０次総の施策体系】1103 
 
【予算計上の経過】 
 予算事業別概要目次　当初予算、Ｐ283（支所028） 
【事業の概要】  
　補助金名：気高スカロップ杯中学校バレーボール大会補助金 
　目　　的：市内の中学生にトップレベルのバレーボールの実践の機会を与え、技術力の 
　　　　　　向上とスポ　ーツマン精神の高揚を図ると共に、県外選手との親睦を深める 
　内　　容：鳥取市バレーボール協会主催により、中国、四国、近畿地方の各県を代表す 
　　　　　　る中学校の男女各12チームを迎え、リーグ戦、トーナメント戦を２日間にか 
　　　　　　け行っている。 
【事業の成果】  
　開催地である気高町民の関心も高く、バレーボールの地元会員が中心となって大会運営 
　に関わる事で、地域の活性化が図られている。また、選手、役員が宿泊することによっ 
　て経済的効果もある。 
【今後の課題・方向性】 
　 一昨年度より、会場を気高町農業者トレーニングセンター、青谷町農林漁業者トレー 
　ニングセンターの２会場で開催することにより、観客動員数が増え地域の活性化にもつ 
　ながっている事から、今後も継続し実施する。 

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
参加チーム数（参加人数）

100%



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

各種スポーツ教室の充実

各種スポーツ教室等への参加人数

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 003907 重点施策 該当なし

事務事業名 スポーツイベント支援事業（スポーツクラブ鹿の助委託） 所属名 教育委員会事務局　教育委員会事務局鹿野町分室

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 平成16年度　～　全期

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり 　

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 ソフト(任意)

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 外部委託

対象
（何を、誰を）

一般住民

意図
（どのような状態
にするために）

会員（住民）の健康増進

手段
（どうするのか）

健康志向型スポーツ教室の開催を委託（トレーニング機器・ストレッチ教室、ダンス教室、整体体操教室等）

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 スポーツクラブ鹿の助委託金 予算事業コード 01-09-05-04-36-02

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①健康づくりのための 
教室開催を委託

①健康づくりのための 
教室開催を委託

①健康づくりのための 
教室開催を委託

①健康づくりのための 
教室開催を委託

①健康づくりのための 
教室開催を委託

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①健康づくりのための 
教室開催を委託 
・トレーニング機器講 
習 
・ストレッチ教室 
・ダンス教室 
・水中ウォーキング教 
室 
・整体体操教室等

　 　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 267 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 267 0 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

一般財源 267 0 0 0 0

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

スポーツ教室の開催（委託分）

教室
目標 7 8 8

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

9 10

実績 7 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度

800 900

実績 737 0 0 0 0

（指標の説明）
スポーツ教室の参加者（委託分）

人
目標 700 700 800

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

■ １．目標を上回る

□ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】教育委員会鹿野町分室 0857-84-2011 
 
【１０次総の施策体系】1103 
 
【予算計上の経過】 
予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２８６（支所０３３） 
 
【事業の概要】 
　健康づくりを第一とした総合型地域スポーツクラブ「鹿の助スポーツクラブ」の支援。 
トレーニングルーム等の利用促進、スポーツをしていない人でも気軽に参加できる教室・ 
健康・体力づくりをメインテーマとしたスポーツ教室等の開催を委託する。 
　高齢者、団塊世代、若年者の健康・体力づくり教室の開催を中心に委託する。 
　（ストレッチ教室、トレーニングルーム等を利用した健康教室等） 
 
【事業の成果】 
Ｈ26年度　267千円　延べ1,805人　柔道、健康づくりビクス、トレーニング機器等 
Ｈ27年度　267千円　延べ2,470人　柔道、トレーニング機器講習等 
Ｈ28年度　267千円　延べ　737人　トレーニング機器講習、ストレッチ教室、ダンス教室 
　　　　　　　　　　　　　　　　水中ウォーキング教室、整体体操教室等 
 
【今後の課題・方向性】 
　地域住民の健康増進を図るため、引き続き多様な教室の開催を委託し、参加者数の増加 
を図る必要がある。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
スポーツ教室の開催（委託分）

100%

2
スポーツ教室の参加者（委託分）

105% 105%

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

予定していた教室数を開催することができ、また参加人数も目標値を達成することができた。今後も、地域住民の健康づくりのため、教室
内容等を見直しながら、参加者数の増加を図っていく。



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

青谷オープン卓球大会参加チーム数

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 003908 重点施策 該当なし

事務事業名 スポーツイベント支援事業（青谷オープン卓球大会） 所属名 青谷町総合支所　青谷町総合支所地域振興課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 全期

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり 　

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 ソフト(任意)

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 補助金交付

対象
（何を、誰を）

青谷オープン卓球実行委員会

意図
（どのような状態
にするために）

近府県の中学生対象の卓球大会を開催し、鳥取市内の中学生に広く卓球実践の機会を与え、技術の向上とスポー 
ツ精神の高揚をはかり、心身ともに健全な中学生の育成を目指すとともに、青谷高等学校（卓球部ＯＢ等）、地 
域住民など地域を挙げて大会の企画運営にかかわることにより、地域活性化を図る。

手段
（どうするのか）

大会を実施するために必要な経費を補助する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 青谷オープン卓球大会補助金 予算事業コード 01-02-01-07-32-34

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①青谷オープン卓球20 
16の開催

①青谷オープン卓球20 
17の開催

　 　 　

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①青谷オープン卓球20 
16の開催補助 
開催日11月12日～13日

　 　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 500 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 500 0 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

一般財源 500 0 0 0 0

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

青谷オープン卓球参加チーム数

組
目標 24 0 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0 0

実績 23 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度

0 0

実績 50 0 0 0 0

（指標の説明）
講習会参加者及び大会運営協力者数

人
目標 50 0 0

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を上回る

□ ２．目標どおり

■ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】地域振興課 0857-85-0011 
 
【１０次総の施策体系】1103
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ（支所０３５） 
　　　　　　 
【事業の概要】 
補助金名：青谷オープン卓球大会補助金 
目的及び内容：人口減少がますます進み、特色ある地域づくりが求められている中、「卓 
球のまち青谷（昭和６０年わかとり卓球競技会場）」、「卓球の青谷高校（インターハイ 
３０回出場）」として名をはせた「卓球」を青谷町の資源として再認識する事業として、 
「青谷オープン卓球2016」を開催した。鳥取市内の中学生に広く卓球実践の機会を与え、 
技術の向上とスポーツ精神の高揚をはかり、心身ともに健全な中学生の育成を目指した。 
また、青谷高等学校（卓球部ＯＢ等）、地域住民など地域を挙げて大会の企画運営にかか 
わることにより、地域活性化を図った。 
補助対象者：青谷オープン卓球実行委員会 
 
【事業の成果】 
　近府県（鳥取県以外）の中学校で、各府県卓球連盟から推薦を受けたチームと青谷中学 
校、鳥取県選抜チームが参加し、男女別の団体戦リーグ戦を行った。また、卓球の技術向 
上を目指し、小中高、一般向けの講習会を実施した。 
　　平成２７年度決算額　５００千円　参加チーム数　男１２　女　９ 
　　平成２８年度決算額　５００千円　参加チーム数　男１２　女１１ 
 
【今後の課題・方向性】 
　近府県の中学生にとって参加したいと思うような魅力のある大会を目指すとともに、地 
域及び中学・高校の活性化に繋がるように今後も継続して開催する。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
青谷オープン卓球参加チーム数

96%

2
講習会参加者及び大会運営協力者数

100% 100%

3
　

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

よりよい大会になるよう多方面より検討を進め、青谷オープン卓球大会の知名度を上げるとともに、「卓球のまち青谷」の復活につながる
ような大会として継続させたい。



（おもて）

平成28年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

　

　

　

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

100 100

実績 167 0 0 0 0

（指標の説明）
参加者人数

人
目標 100 100 100

5 5

実績 5 0 0 0 0

平成31年度 平成32年度指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活
動
指
標

1

参加チーム

団体
目標 5 5 5

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

2

0 0

一般財源 54 0 0 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 54 0 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 54 0 0 0 0

0

地方債 0 0

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①スポーツ交流運営経 
費補助

①スポーツ交流運営経 
費補助

①スポーツ交流運営経 
費補助

①スポーツ交流運営経 
費補助

①スポーツ交流運営経 
費補助

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①スポーツ交流運営経 
費へ補助金交付 
・交流親善軟式野球大 
会（8月20日・21日） 
開催 

　 　 　 　

対象
（何を、誰を）

大阪府池田市スポーツ少年団、鳥取市西部地域スポーツ少年団

意図
（どのような状態
にするために）

大阪府池田市とスポーツを通した交流を深め、池田市民に青谷町をＰＲする。

手段
（どうするのか）

野球大会、体験施設で交流

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 池田市・鳥取市スポーツ少年団交流親善大会開催費 予算事業コード 01-09-05-04-10-14

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

市民体育祭 23,480人 25,000人

鳥取マラソン大会 4,063人 5,000人

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 1103 スポーツ・レクリエーションの振興

事業分類区分 ソフト(任意)

スポーツレクリエーション祭 904人 1,200人 運営方法 補助金交付

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 003909 重点施策 該当なし

事務事業名 スポーツイベント支援事業（池田市・青谷町スポーツ少年団交流親善大会） 所属名 教育委員会事務局　教育委員会事務局青谷町分室

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 10 安心して出産・子育てができ、すべてのひとが住みやすいまち 事業期間 平成23年度　～　全期

政策 01 豊かな心をもった、たくましいひとづくり



（うら）

５．平成28年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

■ １．目標を上回る

□ ２．目標どおり

□ ３．目標を下回る

□

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

都市間交流の促進と、スポーツ少年団活動の活性化のため必要な事業として継続していく。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

年度計画の進捗度
　

[事業実績]タブの入力結果を基に、年度の事業
計画が3月末時点でどのような進捗状況かを選
択してください。

事業の成果
　

[指標]タブの入力結果を基に、年度末実績が目
標を達成できたかどうかを選択してください。

2
参加者人数

167% 167%

3
　

事務事業の実施概要

【問合せ先】教育委員会事務局青谷町分室　0857-85-0014 
 
【１０次総の施策体系】1103 
 
【予算計上の経過】なし 
 
【事業の概要】  
　平成１４年度から青谷町の姉妹都市である大阪府池田市との交流事業の一つに位置づけ 
、「青谷町に行きたい」という池田市の子どもたちの要望に応える形で実施。市町村合併 
後の平成１７年度以降も鳥取市の交流都市として交流を継続。平成２１年度からは鳥取市 
からの参加者を西部地域に拡大して実施している。青谷町スポーツ少年団指導者協議会へ 
、池田市・鳥取市スポーツ少年団交流親善軟式野球大会補助金を交付。 
 
【事業の成果】  
　平成２８年度は両日とも好天に恵まれ、軟式野球の交流試合を実施した。各団の保護者 
が大会の運営に関わり、保護者の間でも温かい交流が行われた。池田市からは団員、指導 
者、保護者が訪れ、市内の宿泊施設に宿泊し、青谷地域をはじめとする鳥取市の自然や特 
産品をPRする貴重な機会にもなり、鳥取市への認識も深まった。 
　平成２６年度　１２１人（池田市２５人、西部地域　９１人）補助金54,000円 
　平成２７年度　１４２人（池田市２３人、西部地域１１９人）補助金54,000円 
　平成２８年度　１６７人（池田市３３人、西部地域１３４人）補助金54,000円 
 
【今後の課題・方向性】  
　鳥取市の交流都市として、青谷地域だけでなく西部地域で引き続き継続し、交流促進を 
図る。 

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
参加チーム

100%


